
住所　豊橋市神野新田町字チノ割25-1

氏名　サンソマテクノ株式会社　代表取締役　彦坂彰一

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0532-33-2201

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

産業廃棄物処理計画書
令和6年6月28日

　　　豊橋市長　　殿

130人

建設工事（土木・建築）、解体工事
・がれき類：再生利用業者に委託して再資源化及び中間処理業者に委託して埋立処分
・木くず：再生利用業者に委託して再資源化
・廃プラスチック類：中間処理業者に委託して埋立処分及び再資源化
・ガラス・陶磁器くず：中間処理業者に委託して埋立て処分及び再資源化
・紙くず：中間処理業者に委託して再資源化
・建設汚泥：再生処理業者に委託して再資源化
・金属くず：再生利用業者に委託して再資源化
・建設混合廃棄物（管理型)：中間処理業者に委託して埋立て処分及び再資源化

(第１面）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

サンソマテクノ株式会社

06 : 総合工事業

元請完成工事高 : 156,770万円

計 画 期 間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

豊橋市内の各工事現場

令和6年4月1日　～　令和7年3月31日



産業廃棄物の種
類

排 出 量 ｔ ｔ

産業廃棄物の種
類

排 出 量 ｔ ｔ

(第２面)

（管理体制図）
本社
↓
建設事業部長（廃棄物処理統括責任者）
↓
土木次長・建築次長
↓
工事現場管理責任者（産業廃棄物管理責任者・特別産業廃棄物管理責任者）
↓
委託業者（産業廃棄物処理施設技術管理者）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

別紙のとおり

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

別紙のとおり

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

（これまでに実施した取組）

別紙のとおり

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

別紙のとおり



産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

（今後実施する予定の取組）

別紙のとおり

ｔ

ｔ

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物
の 量

自ら再生利用を行っ
た産業廃棄物の量

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

ｔｔ

ｔ

【前年度（令和5年度）実績】

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

ｔ ｔ

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

①現状

②計画

①現状

②計画

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

（今後実施する予定の取組）

別紙のとおり

ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

別紙のとおり

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物
の 量

ｔ

ｔ

【目標】

（これまでに実施した取組）

別紙のとおり

【目標】



ｔ ｔ

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

（今後実施する予定の取組）

別紙のとおり

ｔ

ｔ

【目標】

（これまでに実施した取組）

別紙のとおり

①現状

自ら埋立処分又は海洋
投入処分を行った産業
廃 棄 物 の 量

自ら埋立処分又は海洋
投入処分を行う産業廃
棄 物 の 量

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

再生利用業者への処
理 委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

（これまでに実施した取組）

別紙のとおり

ｔ

ｔ ｔ

ｔ



ｔ ｔ

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第５面）

②計画

再生利用業者への処
理 委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

別紙のとおり



1

2

3

4

5

6

7

令和4年4月1日　～　令和5年3月31日

元請完成工事高 : 92,788万円

※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄

に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付す

ること。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄

に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付す

ること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入する

こと。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、

全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託

量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼

却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ご

とに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った

産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年

度の実績、目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って

記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合に

おける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末

時点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が

終了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含

む。）を記入すること。

備考



産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 別紙　

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

排出量 2264.83 t 7.66 ｔ 43.91 ｔ 29.00 ｔ 2.70 ｔ 11.71 ｔ 9.04 ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

産業廃棄物の種類

排出量 2000.00 ｔ 5.00 ｔ 40.00 ｔ 25.00 ｔ 2.00 ｔ 10.00 ｔ 5.00 ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

②計画

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 別紙　

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を
行った産業廃棄
物の量

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を
行った産業廃棄
物の量

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

（今後実施する予定の取組）

現場作業員の生活系廃棄物は、直接工事から排出される廃棄物と分別している。

金属くず

再生可能な品目については、分別を徹底する。

汚泥 金属くず

コンテナへ混載している廃棄物を、種類毎へ分別を徹底する。

紙くず廃プラスチック類 ガラス陶磁器くず

紙くず 汚泥

①現状

がれき類 木くず

現場作業員の生活系廃棄物は、直接工事から排出される廃棄物と分別する。

再生可能な品目については、分別を徹底する。

②計画

がれき類 木くず

廃プラスチック類 ガラス陶磁器くず

①現状

がれき類 木くず 廃プラスチック類 ガラス陶磁器くず 紙くず

特になし

汚泥 金属くず

②計画

がれき類 木くず 廃プラスチック類 ガラス陶磁器くず 紙くず

特になし

汚泥 金属くず



自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 別紙　

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行
った産業廃棄物
の量

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

自ら中間処理に
より減量した産
業廃棄物の量

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行
った産業廃棄物
の量

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

自ら中間処理に
より減量した産
業廃棄物の量

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 別紙　

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又
は海洋投入処分
を行った産業廃
棄物の量

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又
は海洋投入処分
を行った産業廃
棄物の量

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

（今後実施する予定の取組）

汚泥 金属くず

特になし

がれき類 木くず 廃プラスチック類 ガラス陶磁器くず 紙くず 汚泥 金属くず

特になし

①現状

がれき類 木くず 廃プラスチック類 ガラス陶磁器くず 紙くず

②計画

ガラス陶磁器くず 紙くず 汚泥 金属くず

①現状

がれき類 木くず 廃プラスチック類

特になし

②計画

がれき類 木くず 廃プラスチック類

特になし

ガラス陶磁器くず 紙くず 汚泥 金属くず



産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

全処理委託量 2264.83 t 7.66 ｔ 43.91 ｔ 29.00 ｔ 2.70 ｔ 11.71 ｔ 9.04 ｔ

優良認定処理業者へ
の処理委託量

0.00 ｔ 1.15 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.22 ｔ 0.00 ｔ

再生利用業者への処
理委託量

2260.83 ｔ 7.66 ｔ 0.00 ｔ 0.50 ｔ 2.70 ｔ 11.71 ｔ 9.04 ｔ

認定熱回収業者への
処理委託量

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

（これまでに実施した取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【目標】

産業廃棄物の種類

全処理委託量 2000.00 ｔ 5.00 ｔ 40.00 ｔ 25.00 ｔ 2.00 ｔ 10.00 ｔ 5.00 ｔ

優良認定処理業者へ
の処理委託料

0.00 ｔ 4.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 2.00 ｔ 1.00 ｔ

再生利用業者への処
理委託料

1950.00 ｔ 5.00 ｔ 20.00 ｔ 10.00 ｔ 2.00 ｔ 10.00 ｔ 5.00 ｔ

認定熱回収業者への
処理委託料

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託料

0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

①現状

がれき類 木くず 廃プラスチック類 ガラス陶磁器くず 紙くず

可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量の低減をはかる。

汚泥 金属くず

②計画

がれき類 木くず 廃プラスチック類 ガラス陶磁器くず 紙くず

優良認定処理業者を選定する。

委託先処理業者には定期的に実地確認を実施する。

汚泥 金属くず



産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 別紙　

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

排出量 2.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

産業廃棄物の種類

排出量 0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

②計画

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 別紙　

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を
行った産業廃棄
物の量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を
行った産業廃棄
物の量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

特になし

現場作業員の生活系廃棄物は、直接工事から排出される廃棄物と分別している。

再生可能な品目については、分別を徹底する。

②計画

建設混合廃棄物
（管理型）

①現状

建設混合廃棄物
（管理型）

現場作業員の生活系廃棄物は、直接工事から排出される廃棄物と分別する。

再生可能な品目については、分別を徹底する。

①現状

コンテナへ混載している廃棄物を、種類毎へ分別を徹底する。

②計画

建設混合廃棄物
（管理型）

建設混合廃棄物
（管理型）

特になし



自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 別紙　

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行
った産業廃棄物
の量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ 0.00 ｔ ｔ

自ら中間処理に
より減量した産
業廃棄物の量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ 0.00 ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行
った産業廃棄物
の量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

自ら中間処理に
より減量した産
業廃棄物の量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 別紙　

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又
は海洋投入処分
を行った産業廃
棄物の量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又
は海洋投入処分
を行った産業廃
棄物の量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

特になし

②計画

建設混合廃棄物
（管理型）

特になし

①現状

建設混合廃棄物
（管理型）

特になし

特になし

②計画

建設混合廃棄物
（管理型）

①現状

建設混合廃棄物
（管理型）



産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

全処理委託量 2.00 ｔ ｔ 　 ｔ ｔ t ｔ ｔ

優良認定処理業者へ
の処理委託量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

再生利用業者への処
理委託量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

認定熱回収業者への
処理委託量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【目標】

産業廃棄物の種類

全処理委託量 0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

優良認定処理業者へ
の処理委託料

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

再生利用業者への処
理委託料

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

認定熱回収業者への
処理委託料

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託料

0.00 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

優良認定処理業者を選定する。

委託先処理業者には定期的に実地確認を実施する。

可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量の低減をはかる。

①現状

建設混合廃棄物
（管理型）

②計画

建設混合廃棄物
（管理型）



住所   名古屋市中村区亀島一丁目4番12号

         シーエヌ建設株式会社

氏名   代表取締役　山 口　善 久

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号   052-451-4510

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

計 画 期 間

　当該事業所の完成工事高　１９１，１２１万円

   ２３人

   ０６：総合工事業

がれき類 → 再生処理業者に委託し建設材料として再資源化
廃プラスチック類 → 再生処理業者に委託し原料・材料として再資源化
建設汚泥 → 再生処理業者に委託し建設材料として再資源化

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

令和　６年　６月２８日

(第１面）

   シーエヌ建設株式会社     新幹線豊橋軌道事務所

   豊橋市菰口町３丁目９８番地

　　　豊橋市長　　殿

   ２０２４年　４月　１日　～　２０２５年　３月３１日

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

産業廃棄物処理計画書



産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

汚泥（泥状のもの）→脱水乾燥して減量し破砕し建設資材として再資源
化

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

がれき類については破砕して建設資材として再資源化
混合廃棄物は分別をして排出を行うことにより、再資源化を促進できる
ように努める

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（２０２２年度）実績】

（これまでに実施した取組）

汚泥（泥状のもの）→脱水乾燥して減量し破砕し建設資材として再資源
化

発注者、下請業者と事前に産業廃棄物発生量の削減について打合せをし
実施

(第２面)

（管理体制図）

本社契約管理部総括責任者
　　　　　　↓
　　本社契約管理部計画責任者
　　　　　　　　↓
　　　　　　　　→　各部門計画責任者（各部門の担当部長又は次長）
　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　→　各工事管理責任者（事業所長・工事所長・軌道事務所
長）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

発注者、下請負者と事前に産業廃棄物発生量の削減について打合せをし
実施をする

別紙のとおり

別紙のとおり



産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

ｔ

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　　　　　年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

【前年度（　　　　　年度）実績】

ｔ ｔ

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり



ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

①現状

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（２０２２年度）実績】

再生利用業者への処理
委 託 量

ｔ

（これまでに実施した取組）

発注者、下請負者と事前に、産業廃棄物発生量削減について打合せをし、産業廃棄
物の処理能力がある業者に委託している

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ

ｔ
優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

ｔ

ｔ

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　　　　年度）実績】

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

【目標】

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり



ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

昨年度と同様に発注者、下請負者と事前に打合せをし、産業廃棄物の処理能力のあ
る業者に委託をする

別紙のとおり



1

2

3

4

5

6

7

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考

※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

がれき類 がれき類 汚泥 廃プラスチック

その他 コンクリートがら 建設汚泥

4044.70 19.100 8.800 34.83 4107.43

5

年

度

の 4044.70 19.100 8.800 34.83 4107.43

実

績 4044.70 19.100 8.800 34.83 4107.43

3650.000 17.000 7.900 31.000 3705.90

6

年

度

の 3650.000 17.000 7.900 31.000 3705.90

目

標 3650.000 17.000 7.900 31.000 3705.90

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　令和５年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

令和５年度の産業廃棄物発生量及び令和６年度の目標

　令和６年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量



住所　愛知県豊橋市東森岡1丁目8番地の1

氏名　中採工事株式会社　代表取締役　村雲　靖

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0532-88-4858

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本工業規格　Ａ列４番)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

中採工事株式会社

計 画 期 間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

愛知県豊橋市東森岡1丁目8番地の１

令和4年4月1日～令和5年3月31日

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

産業廃棄物処理計画書

(第１面）

　　6年　　6月　　28日

　　　豊橋市長　　殿

道路舗装工事　　：　がれき類
アスガラ→再生処理業者に委託しRC砕石として再資源化
コンクリートガラ→再生処理業者に委託しRC砕石として再資源化

　　　元請完成工事高　　：　　30821万円

　　　26人

　　　０６　：　　総合工事業



ｌ

産業廃棄物の種類 アスガラ コンクリートガラ

排 出 量 3,880 614

ガラ運搬時に少量での運搬を避け、過積載とならない範囲で

運搬の工数を減らし、CO2排出を減らす。

産業廃棄物の種類 アスガラ コンクリートガラ

排 出 量 5,000ｔ 1,000ｔ

特になし

特になし

特になし

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

②計画

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

①現状

【前年度（　　　　　5年度）実績】

社長（廃棄物処理総括責任者）

【目標】

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

工事現場管理責任者（産業廃棄物管理責任者）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項



産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

（今後実施する予定の取組）

【前年度（　　　　　年度）実績】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

【目標】

ｔ

（これまでに実施した取組）
可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量の
　低減をはかる。

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　　　　　年度）実績】

ｔ



アスガラ コンクリートガラ

5504ｔ 704ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

ｔ

全 処 理 委 託 量

【目標】

（今後実施する予定の取組）

【前年度（　　　　4年度）実績】

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

5504ｔ

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

①現状

【前年度（　　　　　年度）実績】

ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

704ｔ

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

再生利用業者への処理
委 託 量

ｔ ｔ

ｔ

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

産 業 廃 棄 物 の 種 類



汚泥

6ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（　　　　　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量
ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

6ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（　　　　4年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量



アスガラ コンクリートガラ

5,000ｔ 1,000ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

特になし

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

全 処 理 委 託 量

5,000ｔ 1,000ｔ



汚泥

6ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

特になし

再生利用業者への処理
委 託 量

6ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別

紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。

また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全

処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及

び清掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理

業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量

について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業

廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実

績、目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記

入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合に

おける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が

終了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含

む。）を記入すること。

備考



住所　豊橋市神野新田町字トノ割２８番地

氏名　株式会社中部　代表取締役　榑林孝尚

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　０５３２-３３-０５００

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

(日本工業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

産業廃棄物処理計画書
　　令和 6年 6月 ２８日

　　　豊橋市長　　殿

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

　豊橋市神野新田町字トノ割２８番地

　令和６年４月１日～令和７年３月３１日

　　　　　　木くず→再生処理業者に委託してチップへ再資源化

　２８８人

　　　　　　廃プラスチック類→再生処理業者に委託してチップへ再資源化

(第１面）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

　株式会社　中部

　０６　総合工事業

　元請完成工事高　１，３８３，３６万円

　土木工事　がれき類→再生処理業者に委託して再生砕石へ再資源化

　管工事　　汚泥→再生処理業者に委託して改良土へ再資源化

④産業廃棄物の
一連の処理の工

程 　　　　　　がれき類→再生処理業者に委託して再生砕石へ再資源化

　舗装工事　汚泥→再生処理業者に委託して改良土へ再資源化

　　　　　　混合物→最終処分業者に委託して埋め立て処分

計 画 期 間



産業廃棄物の種類 がれき類 木くず

排 出 量 １０,６７５ｔ ３２ｔ

産業廃棄物の種類 がれき類 木くず

排 出 量 ９,６００ｔ ２８ｔ

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

 （管理体制図）
　本社土木事業部

　土木事業部長（産業廃棄物総括責任者）

　土木事業部管理課（産業廃棄物処理担当課長）

各工事現場責任者（産業廃棄物処理責任者）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

②計画

【目標】

（これまでに実施した取組）

資材の梱包を減らし、出来るだけ再生利用可能な容器で納入して

もらっている。

がれき類は、土草が付きやすいので、分別を徹底している。

発注者及び材料メーカーと協議し出来るだけ無駄のない施工方法を

検討する。

（今後実施する予定の取組）

廃プラスチックや金属くずは回収容器を設置し、がれき類はヤードをコン
クリート壁で区切って分別保管している。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

②計画

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

特になし



産業廃棄物の種類 廃プラスチック ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず

排 出 量 ２４ｔ ７ｔ

産業廃棄物の種類 廃プラスチック ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず

排 出 量 ２１ｔ ６ｔ

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

 （管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）



産業廃棄物の種類 汚泥 混合物（安定型）

排 出 量 １２１ｔ ３１ｔ

産業廃棄物の種類 汚泥 混合物（安定型）

排 出 量 １１０ｔ ２８ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

 （管理体制図）



産業廃棄物の種類 混合物（管理型）

排 出 量 ３２ｔ

産業廃棄物の種類 混合物（管理型）

排 出 量 ２８ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

 （管理体制図）



産 業 廃 棄 物 の 種 類 がれき類 木くず

産 業 廃 棄 物 の 種 類 がれき類 木くず

産 業 廃 棄 物 の 種 類 がれき類 木くず

産 業 廃 棄 物 の 種 類 がれき類 木くず

３,６３２ｔ ０ｔ

【目標】

０ｔ ０ｔ

０ｔ

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

②計画

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

委託処理により実施していく。

【目標】

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

４,０００ｔ

（これまでに実施した取組）

実施していない。

０ｔ

０ｔ

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　　令和５年度）実績】

０ｔ ０ｔ

（これまでに実施した取組）

がれき類及び汚泥については、平成２６年１０月に再生処理施設を設置し、
稼動中。

（今後実施する予定の取組）

再生処理施設を効率的に活用する。

０ｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（　　令和５年度）実績】



産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃プラスチック
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器く
ず

産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃プラスチック
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器く
ず

産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃プラスチック
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器く
ず

産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃プラスチック
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器く
ず

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ ０ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ ０ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ ０ｔ

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量
０ｔ ０ｔ

（今後実施する予定の取組）

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ ０ｔ

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
０ｔ ０ｔ



産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥 混合物（安定型）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥 混合物（安定型）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥 混合物（安定型）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 汚泥 混合物（安定型）

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ ０ｔ

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
１１ｔ ０ｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ ０ｔ

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量
１０ｔ ０ｔ

（今後実施する予定の取組）

（これまでに実施した取組）

②計画

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

１ｔ ０ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

２ｔ ０ｔ

（今後実施する予定の取組）



産 業 廃 棄 物 の 種 類 混合物（管理型）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 混合物（管理型）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 混合物（管理型）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 混合物（管理型）

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
０ｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量
０ｔ

（今後実施する予定の取組）

（これまでに実施した取組）

②計画

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

【目標】

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ

（今後実施する予定の取組）



がれき類 木くず

がれき類 木くず

がれき類 木くず

7,０２８ｔ ３２ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

３２ｔ

０ｔ ０ｔ

7,０２８ｔ

可能な限り再生利用業者への処理委託と、自社処理施設による再生処理を行い、最
終処分量の低減をはかる。

（第４面）

①現状

②計画
０ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

０ｔ

０ｔ

０ｔ

【目標】

①現状

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　　令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

（これまでに実施した取組）

実施していない。

（今後実施する予定の取組）

実施する予定はない。

（これまでに実施した取組）



廃プラスチック
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器く
ず

廃プラスチック
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器く
ず

廃プラスチック
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器く
ず

２４ｔ ７ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量
０ｔ ０ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画
０ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

０ｔ

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

０ｔ

２４ｔ

０ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（これまでに実施した取組）

７ｔ



汚泥 混合物（安定型）

汚泥 混合物（安定型）

汚泥 混合物（安定型）

１１０ｔ ３１ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

０ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（これまでに実施した取組）

０ｔ

０ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

０ｔ

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

０ｔ

１１０ｔ

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量
０ｔ ０ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画



混合物（管理型）

混合物（管理型）

混合物（管理型）

３２ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

０ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

０ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

０ｔ

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

０ｔ

０ｔ

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（　　令和５年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量
０ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画



がれき類 木くず

６,３００ｔ ２８ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

６,３００ｔ ２８ｔ

（今後実施する予定の取組）

委託処理業者の処理施設の処理状況について、定期的に実施確認を行う。



廃プラスチック
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器く
ず

２１ｔ ６ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

２１ｔ ６ｔ



汚泥 混合物（安定型）

９９ｔ ２７ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

０ｔ ０ｔ

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

９９ｔ ０ｔ



混合物（管理型）

２８ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

０ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

０ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

０ｔ

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

０ｔ



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別

紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。

また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全

処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及

び清掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理

業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量

について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業

廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実

績、目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記

入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合に

おける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が

終了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含

む。）を記入すること。

備考



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

0.00

0.00

〇 0.00

年 0.00

度 0.000

の 0.000

実 0.00

績 0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

〇 0.00

年 0.00

度 0.00

の 0.00

目 0.00

標 0.00

0.00

0.00

　　　①自ら再生利用した量

令和〇〇年度の産業廃棄物発生量及び令和○○年度の目標

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

○○年度の産業廃棄物発生量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

○○年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

















住所　豊橋市東新町245番地

氏名　青山建設株式会社　代表取締役　青山　泰
三

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0532-54-6385

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

(第１面）

産業廃棄物処理計画書

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

豊橋市東新町245番地

０６　総合工事業

40人

土木工事　既設構造物取壊し
舗装工事　既設舗装撤去
建築工事　旧建築物解体
がれき類→再生処理業者に委託して再生砕石として再資源化
木くず→再生処理業者に委託してチップとして再資源化
混合物→最終処分業者に委託して埋立処分

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

元請完成工事高　230,000万円

　　令和　6年　6月30日

　　　豊橋市長　　殿

令和6年4月1日～令和7年3月31日

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

青山建設株式会社

計 画 期 間



産業廃棄物の種類 汚泥 がれき類

排 出 量 0.6ｔ 14122.5t

産業廃棄物の種類 汚泥 がれき類

排 出 量 5ｔ 3000ｔ

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチック類、金属くず、木くず、がれき類はそれぞれに分別
し、保管している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・特に無し

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

（これまでに実施した取組）特になし

(第２面)

（管理体制図）
本社管理企画部　部長　今泉守雄
｜
総括責任者　建築部長　朝倉真樹
｜
処理責任者　土木部長　佐々木進一
｜
工事現場管理責任者
｜
下請会社

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）特になし



産業廃棄物の種類 木くず 廃プラスチック

排 出 量 1236.41t 269.5t

産業廃棄物の種類 木くず 廃プラスチック

排 出 量 100t 5t

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
本社管理企画部　部長　今泉守雄
｜
総括責任者　建築部長　朝倉真樹
｜
処理責任者　土木部長　佐々木進一
｜
工事現場管理責任者
｜
下請会社

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

（これまでに実施した取組）特になし

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）特になし

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチック類、金属くず、木くず、がれき類はそれぞれに分別
し、保管している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・特に無し



産業廃棄物の種類 ガラス・陶磁器くず 繊維くず

排 出 量 12t 4.56t

産業廃棄物の種類 ガラス・陶磁器くず 繊維くず

排 出 量 10t 1t

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチック類、金属くず、木くず、がれき類はそれぞれに分別
し、保管している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・特に無し

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

（これまでに実施した取組）特になし

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）特になし

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
本社管理企画部　部長　今泉守雄
｜
総括責任者　建築部長　朝倉真樹
｜
処理責任者　土木部長　佐々木進一
｜
工事現場管理責任者
｜
下請会社

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項



産業廃棄物の種類 廃油 混合物

排 出 量 0.18t 6.24t

産業廃棄物の種類 廃油 混合物

排 出 量 1t 5t

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
本社管理企画部　部長　今泉守雄
｜
総括責任者　建築部長　朝倉真樹
｜
処理責任者　土木部長　佐々木進一
｜
工事現場管理責任者
｜
下請会社

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

（これまでに実施した取組）特になし

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）特になし

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチック類、金属くず、木くず、がれき類はそれぞれに分別
し、保管している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・特に無し



産業廃棄物の種類 石綿含有がれき 石綿含有廃プラスチック

排 出 量 12.9t 8.1t

産業廃棄物の種類 石綿含有がれき 石綿含有廃プラスチック

排 出 量 10t 5t

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
本社管理企画部　部長　今泉守雄
｜
総括責任者　建築部長　朝倉真樹
｜
処理責任者　土木部長　佐々木進一
｜
工事現場管理責任者
｜
下請会社

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

（これまでに実施した取組）特になし

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）特になし

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチック類、金属くず、木くず、がれき類はそれぞれに分別
し、保管している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・特に無し



産業廃棄物の種類 特定有害廃石綿等

排 出 量 16.8t

産業廃棄物の種類 特定有害廃石綿等

排 出 量 10t

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
本社管理企画部　部長　今泉守雄
｜
総括責任者　建築部長　朝倉真樹
｜
処理責任者　土木部長　佐々木進一
｜
工事現場管理責任者
｜
下請会社

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

（これまでに実施した取組）特になし

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）特になし

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチック類、金属くず、木くず、がれき類はそれぞれに分別
し、保管している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・特に無し



産 業 廃 棄 物 の 種 類 ― ―

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ― ―

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ― ―

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ― ―

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

ｔ

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　　　　　年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

【前年度（　　　　　年度）実績】

ｔ ｔ



― ―

― ―

汚泥 がれき類

0.6t 14122.5t

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

①現状

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

0.6t

（これまでに実施した取組）・可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終
処分量の低減をはかる。

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和4年度）実績】

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　　　　年度）実績】

【目標】

14122.5t

ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量



― ―

― ―

木くず 廃プラスチック

1236.41t 269.5t

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（　　　　　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量
ｔ

②計画

【目標】

全 処 理 委 託 量

ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

1236.41t 269.5t

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ

（これまでに実施した取組）・可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終
処分量の低減をはかる。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和4年度）実績】

ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ



― ―

― ―

ガラス・陶磁器くず 繊維くず

12t 4.56t

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

全 処 理 委 託 量

ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

12t 4.56t

（これまでに実施した取組）・可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終
処分量の低減をはかる。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和3年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（　　　　　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量
ｔ



― ―

― ―

廃油 混合物

0.18t 6.24t

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（　　　　　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量
ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

0.18t 6.24t

（これまでに実施した取組）・可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終
処分量の低減をはかる。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和3年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量



― ―

― ―

石綿含有がれき 石綿含有廃プラスチック

12.9t 8.1t

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（　　　　　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量
ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

12.9t 8.1t

（これまでに実施した取組）・可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終
処分量の低減をはかる。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和3年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量



― ―

― ―

特定有害廃石綿等

16.8t t

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（　　　　　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量
ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

16.8t t

（これまでに実施した取組）・可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終
処分量の低減をはかる。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和3年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量



汚泥 がれき類

5ｔ 3000ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

全 処 理 委 託 量

5ｔ 3000ｔ

（今後実施する予定の取組）特になし

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類



木くず 廃プラスチック

100t 5ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

100t 5ｔ

（今後実施する予定の取組）特になし

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量



ガラス・陶磁器くず 繊維くず

10t 1ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

10t 1ｔ

（今後実施する予定の取組）特になし

※事務処理欄



廃油 混合物

1t 5ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

1t 5ｔ

（今後実施する予定の取組）特になし

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量



石綿含有がれき 石綿含有廃プラスチック

10t 5ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

10t 5ｔ

（今後実施する予定の取組）特になし

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量



特定有害廃石綿等

10t ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

10t ｔ

（今後実施する予定の取組）特になし

※事務処理欄

（第５面）

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量



1

2

3

4

5

6

7

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考

※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

汚泥 がれき類 木くず
廃プラスチック

類
ガラス・陶磁器

くず
繊維くず 廃油 混合物 石綿含有がれき

石綿含有廃プラ
スチック

特定有害廃石綿等 

0.600 14122.500 1236.410 269.500 12.000 4.560 0.180 6.240 12.900 8.100 16.800 15689.79

0.00

5 0.00

年 0.00

度 0.000

の 0.600 14122.500 1236.410 269.500 12.000 4.560 0.180 6.240 12.900 8.100 16.800 15689.790

実 0.00

績 0.600 14122.500 1236.410 269.500 12.000 4.560 0.180 6.240 15651.99

0.00

0.00

5.000 3000.000 100.000 5.000 10.000 1.000 1.000 5.000 4.000 5.000 6.000 3142.00

0.00

6 0.00

年 0.00

度 0.00

の 5.000 3000.000 100.000 5.000 10.000 1.000 1.000 5.000 10.000 5.000 10.000 3152.00

目 0.00

標 5.000 3000.000 100.000 5.000 10.000 1.000 1.000 5.000 3127.00

0.00

0.00

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

令和4年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

令和5年度の産業廃棄物発生量及び令和6年度の目標

令和5年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量



住所　　　豊橋市清須町字兵庫８８番地

氏名　　　北河建設興業株式会社

代表取締役　北河　幹生

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　　0532-31-2136

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

北河建設興業株式会社

計 画 期 間

30人

土木工事　準備工
木屑（伐採工）　旧施設撤去工　　がれき類（ｱｽﾌｧﾙﾄ及びｺﾝｸﾘｰﾄ塊）、
汚泥、金属くず、陶管、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、石綿管類　雑工、片付け工
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、木屑、がれき類及び混合がれき類、木屑、廃ﾌﾟﾗ、陶管、
金属等は再生処理により再資源化混合（安定型）は中間処理後埋立処分
にて選別後再資源化石綿管等は、管理型処分場にて最終処分

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

元請完成工事高　：　84,032　万円

　　令和６年　６月　２５日

(第１面）

産業廃棄物処理計画書

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

愛知県豊橋市清須町字兵庫８８番地

06　：　総合工事業

　　　豊橋市長　　殿

令和６年４月１日～令和７年３月３１日



産業廃棄物の種類 別紙参照

排 出 量 ｔ ｔ

産業廃棄物の種類 別紙参照

排 出 量 ｔ ｔ

(第２面)

（管理体制図）
当社工事部
↓
工事部長（廃棄物処理総括責任者）
↓
産業廃棄物管理担当
↓
工事部工事課

　　→各工事現場管理責任者（産業廃棄物管理責任者、特別管理産業廃棄物管理責任者）

　　→産業廃棄物運搬及び処理業者管理責任者（下請会社）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
　①　現場において、当社及び不必要な資機材の持込を禁止し、周知
　　　徹底させる。
　②　現場へ分別処理ボックスを設置するなど工夫し、無駄な廃棄物
　　　等を出さない。

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・廃プラスチック類、金属くず、木くず、がれき類はそれぞれに分別
し、処理を委託している

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・特になし

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　令和５年度）実績】

（これまでに実施した取組）
　①　現場における廃棄物の分別
　②　施工方法の工夫、顧客との協議により取壊し量の減量を図り
　　　排出量の抑制に努める。
　③　材料の発注量を厳密に管理し、無駄な廃棄物を出さない。
　④　梱包材を簡素化すると共に、パレット等は製造業者に返品し
　　　再利用してもらう。



産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

【前年度（　　　年度）実績】

ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　　　年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

ｔ

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ



別紙参照

1982ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　　年度）実績】

【目標】

ｔ

ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和５年度）実績】

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

18ｔ

ｔ

①現状

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

1973ｔ

（これまでに実施した取組）
・可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量の低減を図る。



別紙参照

1,640ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

30ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

1630ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

がれき類 がれき類 がれき類 木くず 建設汚泥 廃プラスチック 混合物

Co(t) As(t) (石材) 生木(t) 非自硬性(t) 塩ビ製(t) 管理型含む(t)

1653.240 235.480 34.040 34.050 2.410 15.420 9.270 1983.910

5

年

度

の 1653.240 235.480 34.040 34.050 2.410 15.420 9.270 1983.910

実 9.290 9.270 18.560

績 1653.240 235.480 34.040 34.050 2.410 15.420 1974.640

1000.000 300.000 200.000 100.000 10.000 20.000 10.000 1640.000

6

年

度

の 1000.000 300.000 200.000 100.000 10.000 20.000 10.000 1640.000

目 20.000 10.000 30.000

標 1000.000 300.000 200.000 100.000 10.000 20.000 1630.000

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

令和５年度の産業廃棄物発生量及び令和６年度の目標

　令和６年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

令
　
和

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　令和５年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

令
　
和



住所　　豊橋市西幸町字笠松38番地10

氏名　　日 下 建 設 株 式 会 社
　　　　代表取締役　増田　好則
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0532-46-2631

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本工業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

　　　　　　　　豊橋市西幸町字笠松38番地10

　　　　　　　　　　　総合工事業

　　　豊橋市長　　殿

産業廃棄物処理計画書

　　　　　　　　日下建設株式会社

計 画 期 間

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

　　　　　　　　　　　２６名

　　元請完成工事高　 　14億5000万円

　　令和６年　6月　30日

 自　令和６年　４月　１日　　　至　　令和７年　３月３１日

工事現場（産業廃棄物発生全数）

委託中間処理業者

→



産業廃棄物の種類

排 出 量

産業廃棄物の種類

排 出 量

分別種類：

取組方法：

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制
図）

工事部管理課長（廃棄物処理統括責任者）

各工事現場責任者（現場代理人）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項       別紙のとおり

①現状

【前年度（　　令和　5年度）実績】

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

（これまでに実施した取組）

がれき類、木くず等に分別している。①現状

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

各現場における産業廃棄物の分別を徹底し、法令を遵
守して適正な処理を行います。

産業廃棄物の分別に関する事項

同　　上

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

→



産業廃棄物の種類 がれき類 汚泥 混合物 木くず
廃プラス
チック

金属くず
ガラス・
陶器くず

紙くず
その他

がれき類

排 出 量 636t 239ｔ 210ｔ 10ｔ 2ｔ 6ｔ 2ｔ 1ｔ 16ｔ

　建設業のため、受注工事の内容により産業廃棄物の排出量が大幅に増減するため、受注工事

 毎に現状把握と目標値を定める。

 排出量の抑制については、特に舗装工事によるがれき類の産業廃棄物の削減に重点をおいて

 実施している。

産業廃棄物の種類 がれき類 汚泥 混合物 木くず
廃プラス
チック

金属くず
ガラス・
陶器くず

紙くず
その他

がれき類

排 出 量 1,000t 200t 10t 10t 1t 2t 1t 1t 5t

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　　令和　5年度）実績】

②計画

【目標】

 今後も、今まで行った取り組みを基本に更なる産業廃棄物の抑制に取り組んでいきます。

(第２面)別紙

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）
7



産 業 廃 棄 物 の 種 類 ＿ ＿

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ＿ ＿

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ＿ ＿

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ＿ ＿

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

【前年度（　　令和　5年度）実績】

ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　　令和　5年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

ｔ

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ



認定熱回収業者への処
理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

（第４面）

①現状

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　令和　5 年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

【目標】

①現状

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

（これまでに実施した取組）

＿ ＿

　
ｔ

　
ｔ

＿ ＿

（これまでに実施した取組）

　
ｔ

　
ｔ

産業廃棄物の処理の委託に関する事項　　別紙のとおり

【前年度（　　令和　5 年度）実績】



がれき類 汚泥 混合物 木くず
廃プラス
チック

金属くず
ガラス・
陶器くず

紙くず
その他

がれき類

636 t 239ｔ 210ｔ 10ｔ 2ｔ 6ｔ 2ｔ 1ｔ 16ｔ

認定熱回収業
者への処理委
託 量

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

認定熱回収業
者以外の熱回
収を行う業者
への処理委託

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

1ｔ 16ｔ＿ ＿ ＿ 2ｔ＿

 関係機関による産業廃棄物による講習会等の受講や、通知文書等の回覧

にて社員への産業廃棄物の処理や委託に関する事項の周知徹底に取り組んで

＿ ＿ ＿239 t 210 t 10 t 2 t

（第４面）別紙

①現状

【前年度（　令和　5　年度）実績】

産業廃棄物の種類

行きます。

全 処 理 委 託 量

再生利用業者
への処理委託

量
6 t

（これまでに実施した取組）

優良認定処理
業者への処理
委 託 量

＿ ＿

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

636 t



優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

別紙のとおり

（今後実施する予定の取組）



がれき類 汚泥 混合物 木くず
廃プラス
チック

金属くず
ガラス・
陶器くず

紙くず
その他

がれき類

1,000t 200t 10t 10t 1t 2t 1t 1t 5t

優良認定処理
業者への処理
委 託 量

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 1t 1t 5t

認定熱回収業
者への処理委
託 量

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

※事務
処理欄

②計画

【目標】

1t10t

（第５面）別紙

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者
への処理委託

量
1,000t 200t ＿＿ ＿2t

（今後実施する予定の取組）

 です。

10t

　産業廃棄物の処理や委託に関する取扱い方法について、間違いのない取扱いを徹底する予定



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別

紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。

また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全

処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及

び清掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理

業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量

について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業

廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実

績、目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記

入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合に

おける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が

終了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含

む。）を記入すること。

備考



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

がれき類 汚泥 混合物 木くず
廃プラスチッ

ク
金属くず ガラス・陶磁器くず 紙くず その他がれき類

コンクリート
殻

アスファルト
殻

排水処理汚水
安定型

混合廃棄物
廃材・伐採木

ボード、プラ
スチック類

鉄くず ガラスくず、陶器くず
建設工事の

紙くず

コンクリート
破片、ブロッ

ク

636 239 210 10 2 6 2 1 16 1122

令 0

和 0

4 0

年 0

度 636 239 210 10 2 6 2 1 16 1122

の 2 1 16 19

実 636 239 210 10 2 6 1103

績 0

0

1000 200 10 10 1 2 1 1 5 1230

令 0

和 0

5 0

年 0

度 1000 200 10 10 1 2 1 1 5 1230

の 1 1 5 7

目 1000 200 10 10 1 2 1223

標

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

令和4年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

項目

産業廃棄物
の種類

 
(名称）

合計

令和3年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

令和５年度の産業廃棄物発生量及び令和６年度の目標




























